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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月13日(2012.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　被写体の画像データを取得するための撮像装置であって、
　前記被写体の光学像から複数の画像データを連続して取得可能な画像取得部と、
　前記画像取得部を収容する筐体と、
　フラッシュ光を出射する装置であって、前記筐体に対して回転駆動することで前記フラ
ッシュ光の出射角度を変更可能なフラッシュ装置と、
　前記複数の画像データが連続して取得される際の前記フラッシュ光の前記出射角度が前
記複数の画像データのうち少なくとも２つの画像データごとで異なるように前記フラッシ
ュ装置を制御するフラッシュ制御部と、
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を備えた撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係る撮像装置は、被写体の画像データを取得するための装置であって、画像取
得部と、筐体と、フラッシュ装置と、フラッシュ制御部と、を備えている。画像取得部は
被写体の光学像から複数の画像データを連続して取得可能である。筐体は画像取得部を収
容している。フラッシュ装置は、フラッシュ光を出射する装置であって、筐体に対して回
転駆動することでフラッシュ光の出射角度を変更可能である。フラッシュ制御部は、複数
の画像データが連続して取得される際のフラッシュ光の出射角度が複数の画像データのう
ち少なくとも２つの画像データごとで異なるようにフラッシュ装置を制御する。
　ここで、撮像装置としては、静止画のみ撮影可能な装置、動画のみ撮影可能な装置、お
よび静止画および動画を撮影可能な装置が考えられる。例えば、撮像装置は、交換レンズ
式デジタルカメラ、一体型のデジタルカメラ、デジタルビデオカメラである。撮像装置は
、交換レンズ式デジタルカメラのカメラ本体のみであってもよい。                    
                                                                       


	header
	written-amendment

